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【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年6月16日(2011.6.16)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１】
　エチレン及び少なくとも１種のエチレン性不飽和カルボン酸エステル5～１０．５モル
％から成るコポリマーから選択される、パラフィン結晶化用の核生成剤として作用する、
少なくとも一種の油溶性化合物Ｂ）の、少なくとも１種の灰分を含まず窒素を含有する洗
浄用添加剤Ａ）を含む中間留分中における、該Ｂ）とは異なる、鉱油低温流動性改善剤Ｃ
）の応答挙動を向上するための使用であつて、ここで、前記洗浄用添加剤Ａ）は、２個以
上の窒素原子を含む極性基に結合した、１０～５００個のＣ原子をもつ少なくとも１つの
アルキル残基またはアルケニル残基を含有する油溶性の両親媒性化合物である、上記使用
。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項２５】
　ａ）２個以上の窒素原子を含む極性基に結合した、１０～５００個のＣ原子をもつ少な
くとも１つのアルキル残基またはアルケニル残基を含有する、油溶性の両親媒性化合物で
ある、少なくとも１種の灰分を含まず窒素を含有する洗浄用添加剤Ａ）、および 
　ｂ）エチレンと少なくとも１種のエチレン性不飽和カルボン酸エステル５～１０．５モ
ル％とから成るコポリマーの中から選択された、パラフィン結晶化用の核生成剤として作
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用する少なくとも１種の油溶性化合物Ｂ）、および 
　Ｂ）とは異なる鉱油流動性改善剤Ｃ） 
を含む添加剤。 
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項２６】
　前記鉱油低温流動性改善剤Ｃ）が請求項１２～１７のいずれか一項に記載の化合物から
選択される、請求項２５に記載の添加剤。 
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項２７】
　ａ）　２個以上の窒素原子を含む極性基に結合した、１０～５００個のＣ原子をもつ少
なくとも１つのアルキル残基またはアルケニル残基を含有する、油溶性の両親媒性化合物
である、少なくとも１種の灰分を含まず窒素を含有する洗浄用添加剤Ａ）、 
　ｂ）　エチレンと少なくとも１種のエチレン性不飽和カルボン酸エステル５～１０．５
モル％とから成るコポリマーの中から選択された、パラフィン結晶化用の核生成剤として
作用する少なくとも１種の油溶性化合物Ｂ）、及び 
　ｃ）　Ｂ）とは異なる少なくとも１種の鉱油低温流動性改善剤Ｃ）、 
を含む、硫黄含有量が１００ｐｐｍ未満および９０％蒸留点が３６０℃未満である中間留
分。 
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１７】
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【表２】
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【表３】
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【表４】
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